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  プログラム 

開会点鐘 

  ロータリーソング 

 「彦根南ロータリーの歌」 

ゲスト紹介 

食事・自由歓談 

会長の時間 

各種お祝い 

幹事報告 

  委員会報告 

  ＳＡＡの時間 

  ニコニコＢＯＸ 

  出席報告 

  例会タイム 

  閉会点鐘 
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国際ロータリーテーマ「奉仕を通じて平和を」 
国際ロータリー会長：田中作次 

地区テーマ      「Bridge the Gaps」 
2650地区ガバナー：河本英典 

彦根南RCテーマ    「強い絆で」 
彦根南ロータリークラブ会長：廣瀬滋夫 

本日のプログラム 

新入会員スピーチ：梅本正和君・三木愛雄君 

職業奉仕委員会担当 

【2012-2013年度役員・理事】 

 

会  長  ：廣瀬滋夫  直前会長：野村郁雄   

会長エレクト：奥山二三男 副会長 ：松本 隆 

幹  事  ：髙木淳一  会  計：櫻本武志 

Ｓ Ａ Ａ ：川端芳孝 

クラブ会員担当理事     ：田中寿信 

クラブ広報担当理事     ：菊川太嗣 

クラブ管理運営担当理事   ：藤本邦宏 

奉仕プロジェクト担当理事   ：杉本定幸 

国際奉仕担当理事            ：北澤一朗  

ソングリーダー：◎北川泰史 大菅良治 橋川高治 浅野浩司 王本智久 山脇秀介 今村英二 森野隆 黒田一臣 

＊＊＊お祝い＊＊＊ 

門野 明君 

 ご夫人喜代美さん  11月27日 

梅田満寿雄君 

 ご夫人千恵さん   11月30日 

ご夫人誕生日お祝い 

＊＊＊メークアップ情報＊＊＊ 

 去る11月18日（日）午後2時より

荒神山グランドにおいて彦根学童

連盟とのソフトボール大会が行な

われました。当クラブからは広瀬

会長初め門野君、桜本君、藤本君

後藤君、鳥越君、大菅君、山口君

浅野君の9名が、参加学童連盟から

は13名の方が参加し小雨の中熱戦

が繰り広げられました。結果は14

対12で残念ながら負けましたが大

いに交流を深めてまいりました。 

 夕方より高木幹事、杉本君の参

加を得て懇親会を開きました。ま

た来年度もぜひ交流会を、との話

がでて盛り上がりました。 

結婚記念日お祝い 

北川十明次郎君  S25年11月30日 

☆12月17日(月) 長浜RC 

 場所：北ビワコホテルグラツィエ 

    1Fロビー 12：00～12：30 

☆12月21日(金) 長浜東Rc 

 場所：北ビワコホテルグラツィエ 

    1Fロビー 12：00～12：30 

☆12月21日(金) 守山RC 

 場所：ラフォーレ琵琶湖 

    12：00～12：30 

皆出席お祝い(11月度） 

 森野 隆君     1回 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12efc2s8s/EXP=1353980938;_ylt=A7dPdD.KyrJQRiUAC5qU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz/*-http%3A/dollsent.jp/wp-content/uploads/2011/01/baseball.png


例会出席報告------------------------------------------------------------------------------------  

 11月20日  会員数：70人 (出席免除会員  16人)    11月4日 会員数：70人 (出席免除会員 16人) 

当日出席：52人 メーキャップ：1人 出席率86.88％  当日出席：55人 メーキャップ：5人  出席率96.77％  

次回例会プログラム 12月4日 
年次総会 

クラブフォーラム 

会報雑誌委員会 委員長：樋口英彰 副委員長：王本智久 野村善一・山脇秀介・森野隆 

12月8日プログラム 

年忘れ家族会 

親睦活動委員会担当 

四つのテスト １，真実かどうか ２，みんなに公平か ３，好意と友情を深めるか ４，みんなのためになるかどうか 

◇お世話になります…石原君(彦根RC) 

◇ロータリー財団の卓話の時間頂きましてありがとう 

 ございます…池田(定)君 

◇北川泰史君今日はおいしいお米を提供して頂きあり 

 がとうございます…大塚君 

◇北川さんのお米の話楽しみです…橋川君 

◇池田君、北川君卓話ご苦労様です。ＳＡＡのお許し 

 を頂いてお先に失礼します…杉原君 

◇本日の卓話 池田さん北川さんよろしくお願いしま 

 す…泉君 

◇入会記念祝って下さって 結婚記念祝って下さって 

 …北川(泰)君 

◇誕生日、結婚記念日自祝…西山君 

◇自祝 結婚記念日…法村君 

◇妻のバースデー自祝…今村君 

◇ＳＡＡのお許しをえて お先に失礼します…西澤君 

 ・安田君 

◇ソフトボール大会欠席しました。すみませんでした 

 …棚橋君 

＊＊＊御来客＊＊＊ ＊＊＊わたしの大切なもの＊＊＊ 

石原成郎君（彦根RC） 

 第1666回例会は、ロータリー財団委員長の池田定夫君と北川泰史君に卓話をしてい

ただきました。 

 まず、池田定夫君にロータリー財団活動について卓話していただきました。ロータ

リークラブは奉仕と寄付が主な目的であると聞いています。集まった寄付金のうち

85％は米山記念奨学事業に充てられ、また昨年の寄付金は14億円ほど集まったそうで

す。一人あたりの寄付金目標額は年間160ドルで、当クラブでは会員の皆様から毎月

1,000円を寄付金として集めていますが、年間一人当たり10ドルほど足りません。経

済が不透明で厳しい世の中で、他国の奨学生にどんどん来ていただくことで、より国際的な国になり日本の将来に

繋がるのではないかと思います。皆様のご協力のもと目標額以上寄付を集めたいと思っていますのでよろしくお願

いします。と話されました。 

 次に北川泰史君に『おいしいお米のお話』という題で卓話していただきました。 

 まず、現在のお米の生産状況等について話され、その中で〈夢ごこち〉というお米を紹介されました。「〈夢ご

こち〉は抜群の粘りがあり、低アミロース、低タンパク質で美味しいお米です。また他のお米とブレンドしていた

だいても、群を抜いて高い評価を得てるお米です。そして炊飯後に時間が経過してもその美味しさ香りは炊きたて

とほとんど変わらず、お弁当やおにぎりにして冷めても硬くなりません。冷凍・再加熱をしても食味は低下しませ

ん。」と話され、現代の食生活に合ったお米だそうです。また、お米の病気などについて話していただき、消費者

がお米を買う時は品質検査を受けているお米を買うのがお米の選び方では大事ではないかとアドバイスしていただ

きました。 

 今日の昼食のごはんは〈夢ごこち〉というお米を北川君が持ってこられ、山月さんにお願いしてお弁当に入れて

いただいたそうです。又、米粉で作ったクッキーも試食させていただきました。食事歓談の時、みなさん「おい

しいお米ですね」という声が聞こえ話に花が咲いていました。 

ニコニコ箱    計30,000円 総計1,368,000円                     

               

＊＊＊例会報告＊＊＊ 

               

  

                   馬庭 将行 

なぜか最近「日本人の心」という言葉が気になります。

昨年３月に起こった東日本大震災。皆さんと同じように、自

分にも何かできることがあるのではと考え、被災地に何度か

足を運びました。行くたびに、結局自分の無力さを痛感させ

られる結果となった訳ですが、あの絶望的な状態の中で悲し

みを噛みしめながら黙々と後かたずけをする被災者の皆さ

ん。そして、自分のことは置いといて全国から次々と駆け付

けるたくさんのボランテイア。それらを目のあたりにした

時、間違いなく、そこに「日本人の心」というものを深く感

じました。 

 「日本人の心」・・・それは、どこまでも優しさに満ち、

実直でかつ協調性に富む、わが民族が世界に誇るべき宝物で

あります。我々の先輩方は、この「日本人の心」と勤勉さと

努力でもって今日の日本の基礎を作って下さいました。 

東アジアの海岸線が連日騒がしい毎日ですが、我々はこ

の「日本人の心を」強く意識し、あくまでもヤツらのペース

にもレベルにも引き込まれることなく、冷静かつ折れること

なく行動をせねばならんと考えます。たとえその結果、ちっ

こい島のひとつやふたつくれてやることになろうとも（実際

は絶対にやりませんが・・・・）たとえ経済が少々停滞する

ことになろうとも、やっぱり我々がなくしちゃいかんのは

「日本人の心」なんじゃないのかなーと。 

 恥ずかしながら今年の５月に５０歳になりまして、それ以

来こんなことをぼんやり考える毎日です。大切なものは

「妻！！」って、すぐ書けんとこがまだまだ青いな（笑） 


